
　　　主催：東京学芸大学教員養成評価プロジェクト　　　http://www.u-gakugei.ac.jp/~hyoka

東京学芸大学「教員養成教育の評価等に関する調査研究」公開研究会

会場

定員

参加申込方法

オフィス東京 T3 会議室 、TEL 03-3567-5577（東京都中央区京橋 1-6-8）

60名（先着順受付）

裏面の参加申込書に記入のうえ、10 月18 日（金）までにFAXにて、お申込みください。

プログラム

1

2

3

東京学芸大学教員養成評価プロジェクトの取り組み（報告）13:30 〜 13:45

アクレディテーションの試行（報告）13:45 〜 15:15

ディスカッション 15:30 〜 17:00

平成25年11月17日（日）
13時 30 分～17時［受付/13 時～ ］

教員養成機関の自律的な
質保証を求めて
―アクレディテーションの試み―

参加
無料

　東京学芸大学教員養成評価プロジェクトは平成 22年度以来、日本の教員養成機関（教職課程認定を得ている国公

私立の全機関）相互のピア・レビューを通じて、自律的な質保証を行うシステムの構築（基準の策定、評価の運用、

判定、組織のあり方等の検討）に取り組んでいます。

　今年度は、本プロジェクトで開発しつつある基準を用いて三つの異なるタイプの大学（国立教員養成系単科大学、

国立総合大学、私立大学）で試行評価を行っています。これらの報告を軸に、日本の教員養成機関の望ましいあり

方とその評価のシステムについて広く意見交換を行いたいと考え、この公開研究会を企画いたしました。

　多くの「志ある」大学人のご参加を期待いたします。

研究会の冒頭に、本プロジェクトメンバーより、これまでの取り組みをご紹介するとともに、開発しつつある評価基

準のコンセプト、評価の手順のイメージ等について概要をご説明します。

三大学の試行評価を踏まえ、日本の教員養成教育の質的向上のあり方について、参加者間で

意見交換を行います。

本プロジェクトで今年度に実施している三大学の試行評価について、それぞれの「自己分析書」の報告とこれまでに行っ

た評価チームによる訪問調査を踏まえた検討を行います。

報告①〔東京学芸大学〕川手圭一（東京学芸大学教育学部教授）

報告②〔岡山大学〕高旗浩志（岡山大学教師教育開発センター准教授）

報告③〔玉川大学〕森山賢一（玉川大学教育学部教授・教師教育リサーチセンター長）

　　　 ＋評価チームによるコメント
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　教員養成機関は、単に課程認定等の政策的要請を満たすの

みならず、「大学における教員養成」原則の下で主体的に教

員養成のカリキュラムを構築し、責任を持って運用し、継続

的に改善を図り、対外的な信頼を得ることが求められていま

す。本プロジェクトでは国公私立の設置者の別や、大学のタ

イプの違いを超えて、「志ある」教員養成機関が連帯して自

律的な質保証を行っていくことを企図しています。

　本プロジェクトでは 5つの「基準領域」を設定しました（左

図参照）。この下に設けた 13の「基準」、40の「観点」に照ら

して各教員養成機関が自己分析を行い、その「自己分析書」を

基に評価チーム（他の教員養成機関や教育委員会等のメンバー

で構成）が訪問調査を行い、当該機関の判定と特長的な取り組

み例の公表を行います。

自律的な質保証とは ピア・レビューのイメージ

ピア・レビューの「環」をつくる

参加申込書［10 月 18 日（金）必着 定員 60 名（先着順受付）］

FAX:042-329-7118

【問合せ先】東京学芸大学学務部教育企画課（教員養成評価プロジェクト担当）
〒 184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1　【TEL】042-329-7120　【E-mail】 kkikaku@u-gakugei.ac.jp

住所

氏名

勤務先

連絡先
電話番号

e-mail

コメンテータ 　希望：　　　あり　　　なし

懇親会（会費制） 　参加希望：　あり　　　なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※研究会終了後予定

◎必要事項をご記入のうえ、FAX 送信してください。

東京学芸大学「教員養成教育の評価
等に関する調査研究」公開研究会

キ リ ト リ

　本プロジェクトで検討中の評価システムは、あくまでも任意

参加であり、当事者による主体的な取り組みと、その相互参照

によるアクレディテーションを軸に考えています。

　一方で、そのシステムが社会的信頼を獲得し、中長期的な教

員養成教育の質的向上を実質化させ、社会的な要請に応えてい

くためには、なるべく多くの多様な大学の参画が必要です。

　本プロジェクトでは今年度末（平成 26 年 3月）にこの評価

システムを立ち上げるべく活動しており、その一ステップとし

て多くの方々に本研究会にご参加いただきたく、ご案内申し上

げます。あわせて三大学における試行評価と自らの機関での教

員養成教育のあり方と比較しコメントしていただけるコメン

テータも公募いたします。＊本プロジェクトでは当面、学部相当の組織を基本単位と考えています。
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